
１　選定方法
（1）企画提案書の内容やプレゼンテーション等は、評価基準に基づき各委員が採点する。

2　評価基準
審査項目 評価項目 評価の観点 参考資料 配点

実績評価
業務経歴（同種・
類似・関連業務の
実績）

①過去に受託し完了した同種・類似・関連業務の実績は十
分であり、当該事例が、本市農業経営体・農業にとって、参
考となる事業であるか。

業務実績書（様式第
5号） 5

配置体制 ①業務を円滑に進める人員配置及び配置体制（相談日、
対面やオンライン相談設定）となっているか。 5

アドバイザーの経歴
等

①アドバイザーについて、本業務を確実に推進できる経歴や
経験を有しており、伴走型及びプッシュ型といったあらゆる支
援を実施するにふさわしい経験があるか。

10

適正な業務執行 ①個人情報の取り扱いをはじめとした法令を遵守し、組織と
して取組を行い適正な業務執行が期待できるか。

事業者概要書（様式
第4号）、企画提案
書（任意様式）

5

実施スケジュール ①提案内容に沿った最適なスケジュールが提案できているか。 業務工程計画（任意様式） 5

①射水市の地域特性や農業構造を踏まえた提案となってい
るか。 5

②仕様書の各業務について、効果的・効率的に実施するた
めの具体的でかつ実現可能な内容を提案しているか。 5

③新規就農者の確保・育成に関する具体的な提案となって
いるか。 10

④多様な人材の活用に関する具体的な提案となっているか。 10

⑤リーディング経営体の育成・集落営農の後継者対策に関
する具体的な提案となっているか。 10

⑥生産性・収益性の向上に関する具体的な提案がなされて
いるか。 10

⑦4年目以降、自走できる組織とするための取組内容の提
案となっているか。 10

⑧仕様書を超える新たな取組等独創性があるか。 5

価格・コスト ①見積の積算は妥当か、また費用対効果が優れているか。 業務委託参考見積書
（任意様式） 5

100

（仮称）射水市アグリテックバレー推進サポートセンター運営業務委託事業者選定　審査基準

（2）各委員の評価点数を集計し、参加者の合計得点とし、審査委員会において総合的に審査及び評価を行い、優先交渉
　　事業者を選定する。
（3）各委員の持ち点（100点）を合算した値の６割を最低基準点とし、参加者の得点が最低基準点に満たない場合は
　　選外とする。なお、応募者が１者で、かつ、最低基準点を満たす場合は、当該応募者を優先交渉事業者とする。
（4）優先交渉事業者に決定した者は、射水市と契約締結のための仕様確認等の協議を行った上で、改めて見積書を提出
　　する。協議に基づき射水市の受託者となった場合は、契約書の作成、契約の締結を行う。ただし、選定した優先交渉事業
　　者と協議が整わない場合は、次点の者と協議を行うことがある。

業務実施体制

業務実施体制及び業
務担当予定者調書
（任意様式）

企画提案書 事業相談に対する
企画力・対応力

企画提案書（任意様
式）


